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近⌧代日本彫刻史における仏師の⨨け 

―高村光雲のホ౯とそのྵ意― 

 

ࢱࣝࢸ  ࣛ ࣜ  ࣥ ࢚ブࣜ࢞  ࣝ

 

1 .  めにࡌࡣ 

高村光雲（1852㹼1934）ࡣ、幕末・明治とい࠺時代の㌿ᮇを生ࡁᢤࡁ、「仏師」とい࠺職人ⓗ࡞ୡ

⏺にとࡲることࡃ࡞、近代を代表ࡍる彫刻家と࡞っࡓとホ౯ࢀࡉる人≀࡛࠶るࠋ光雲ࡣỤᡞの⏫人

・中ᓥවᯇのᜥ子とࡋて生12ࠋࡓࢀࡲ ṓのこࢁ、仏師・高村ᮾ雲（1826㹼1879）にᘵ子ධࡋࡾ、木彫

を学11ࡽࡀ࡞ࡧ年㛫の修業を✚ࡋࠋࡴかࡋ、明治初ᮇに㉳ࡓࡁᗫ仏ẋ㔘㐠ືの影㡪࡛仏像ไ作の࠺ࡼ

中࡛࡞࠺ࡼその、ࡋかࡋࠋる࡞ᆅに㝗ることに❓ࡣ光雲ࡓࡁてࡁて生ࡋめ、仏師とࡓࡓえ⾶ࡀ木彫࡞

もᙼࡣ㍺出ရとࡋて⬮光をᾎࡧていࡓ㇟∳彫刻にࡣぢ向ࡁもࡎࡏ木彫にᑓ念1877、ࡋ 年に行わࡓࢀ第

1 回内国່業༤࡛師匠・ᮾ雲の代作とࡋて《ⓑ⾰ほ㡢》を出ရࡋ、一➼の㱟⣠㈹をཷ㈹ࡍるࠋこࡣࢀ

光雲ࡀ彫刻家とࡋてㄆ▱ࢀࡉる最初の一Ṍ࡛࠶っ1890ࠋࡓ 年にᖇᐊ技芸ဨにྠࡓࡲ、ࡾ࡞年にᮾி美

術学ᰯ（ᮾி芸術大学の๓㌟）の彫刻⛉࡛教ᤵにᑵ௵ࡍるࠋそこ࡛ᙼࡣイࣜࢱ出㌟のࣦࢳࣥェࣥ

るᶵ会をࢀる表⌧にゐࡍ西ὒの彫刻技ἲとᐇᛶを重要どࡓࡋᑟධࡀ（1841㹼1927）ࢨーࢢࣛ・࢛ࢶ

ᚓるࠋ光雲ࡀ⮬↛生を㏣ồࡓࡋ作ရとࡋてࡣ、ᮾி国立༤≀館に蔵ࢀࡉている《老猿》ࡀ᭷ྡ࡛

ࡣ《老猿》ࠋる࠶ 1893 年にࢦ࢝ࢩ༤࡛発表ࢀࡉ、日本出ရ作の中࡛最もὀ┠をᾎࡧるࠋ≉にその⢭

⦓に表⌧ࡓࢀࡉᐇᛶࡀ高ࡃホ౯ࢀࡉ、優➼㈹をཷ㈹ࡍることにࡼって、ୡ⏺における日本彫刻のᆅ

をᙉᅛ࡞ものとࡓࡋの࡛࠶るࡓࡲࠋ、光雲ࡣにも《 楠木正ᡂ㥽㤿像》（ⓚᒃእⱌ、1896）ࡸ《西

㒓㝯┒像》（ୖ㔝ᜠ㈷公ᅬ、1898）のไ作にもᦠわっておࡾ、明治ᮇの日本の彫刻⏺において中ᚰⓗ

ᖹ᷸田中（1872㹼、ࡋᏑᅾࡃከᩘࡀ彫刻家࡞に、ᙼのᘵ子にもⴭྡࡽࡉࠋといえるࡓࡋࡓᙺをᯝ࡞

1979）、山ᓮᮅ雲（1867㹼1954）、山本⍞雲（1867㹼1941）、⡿原雲ᾏ（1869㹼1925）࡞の人≀ࡀいるࠋ 

この光雲をྲྀࡆୖࡾる㝿にࡣ、こ࡛ࡲࢀ、「彫刻家」とࡋてのホ౯ࡔけ࡛ࡃ࡞、「仏師」とࡋてのഃ

㠃についてもゐࢀࡽࢀてࡋࠋࡓࡁかࡋ、ከࡃのホㄽ家ࡣᜥ子の高村光太郎（1883㹼1956）のゝⴥをᘬ

の光太郎の∗ぶࡓࢀࡽࡏ発ࡽの立ሙか「西ὒ美術」、ࡣࢀて、そࡋᯝと⤖、ࡾ語っておࡽࡀ࡞ࡋ⏝

ホ౯にᙉい影㡪をཷけているといえるࠋつࡾࡲ一✀のࣂイࡀࢫそこにࡣᏑᅾࡍるの࡛࠶るࠋ 

そこ࡛、ここ࡛ࡣ、光雲のホ౯ࡸ⮬㌟のゝືを☜ㄆࡽࡀ࡞ࡋ、日本の近代彫刻史におけるᙼの

⨨࡙けについて再検討をヨࡳるとともに、「仏師」と「彫刻家」の㛵ಀᛶについて考察ࡍること࡛、

そこに₯ࡴ▩┪Ⅼ、ၥ㢟Ⅼについてもㄽࡌていࡓࡁいࠋ 

 

2 .  日本の近代「美術」と「彫刻」のᡂࡾ立ࡕ 

かについࡓࡁてࡋ╔にᐃ࠺ࡼのࡀて、日本における美術ไᗘࡋ時代の⫼ᬒとࡓࡁ生ࡀ光雲ࡣࡎࡲ 

て⡆༢にᩚ⌮ࡋておࡓࡁいࠋ 
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 日本࡛1868ࡣ年に明治維新ࡀ㉳こࡾ、近代ࡀጞࡲるࠋその㐣⛬の中࡛、西ὒⓗᴫ念をཷけධࢀጞ

めるࡀ、その中にࡣFine Art࠶るいࡣSchö nekunst࠶ࡀっࠋࡓそࡋて、1873年に㛤ദࡓࢀࡉウーࣥ༤

佐藤ࠋࡓっ࡞に࠺ࡼるࢀࡉ⏝初めて正式にࡀゝⴥ࠺て「美術」といࡋのヂ語とࢀのཧຍの㝿、そ

Ặࡀᣦࡍる࠺ࡼに、「『美術』とい࠺ᴫ念の⏝語ⓗ࡞ჾࡣ、（中略）日本࡛ࡎࡲࡣṪ⏘⯆業とい࠺⤒

῭政⟇の中࡛作ࡓࢀࡽ」（佐藤 1996,  p. 35㸫௨下、ᘬ⏝文中のᣓᘼ内ࡣ➹⪅）の࡛ࡾ࠶、ᙜ初ࡣ⏘業ⓗ

日本国内におい、ࡓࡲࠋࡓかっ࡞ࡣもの࡛ࡓࢀࡉ༑ศにᩚഛࡔࡲࡣᴫ念ⓗに、ࢀࡽ意ྜいもྵめ࡞

てࡣ伝統工芸ࡀὀ┠ࢀࡉ、㍺出ရとࡋての౯್ࡀㄆめࢀࡽる࠺ࡼに࡞るࠋそのᚋ、伝統工芸ࡣ明治政

ᗓにዡບࢀࡉጞめることに19、ࡾ࡞ୡ紀ᚋ༙にࣚー࡛ࣟࣃࢵὶ行ࡓࡋ「ジࣕࢫࢽ࣏ム」 にも⧅ࡀって

いっࠋࡓ 

「美術」ࡀᐃ╔ࡋていࡃとྠ時に、日本≉᭷の工芸の一✀࡛࠶っࡓ「彫工」ࡣ美術య⣔の中に࠶っ

語も西ὒⓗ࠺ゝⴥとྠᵝに、「彫刻」とい࠺とい「美術」、ࡕわ࡞ࡍࠋࡃていࢀࡲ込ࡾにྲྀ「彫刻」ࡓ

ᴫ念を表ࡍᐁ〇⏝語とࡋて誕生ࡓࡋの࡛࠶るࠋゝࡋておࡃと、「彫刻」ࡣ 1876 年に工㒊美術学ᰯの

学⛉ྡとࡋて初めて⏝ࠋࡓࢀࡉそのᚋ、西༡戦த（1877）にࡾࡼᘬࡁ㉳こࡓࢀࡉ明治政ᗓの㈈政㞴

原ᅉ࡛、1883ࡀ 年に工㒊美術学ᰯࡣᗫṆࢀࡉる1889、ࡀ 年にࡣᮾி美術学ᰯࡀ立ࢀࡉ、そこに彫刻

⛉もタ⨨ࢀࡉる（Ueno 1969, p. 83）ࠋこの࡞࠺ࡼ⤒⦋࡛、「彫刻」ࡣ美術⏝語とࡋてᐃ╔ࡍるࠋ๓述ࡓࡋ

サ（1853㹼ࣟࣀェࣇ・トࢫࢿーࡣᙜ初ࠋる࡞に、高村光雲もᮾி美術学ᰯ࡛教㠴をᇳることに࠺ࡼ

1908）とᒸኳᚰ（1863㹼1913）の᪉㔪にࡓࡲ、ࡾࡼ国⢋義のྎ㢌を⫼ᬒとࡋて、彫刻⛉ࡣ伝統⣔

の木彫のࡳをྲྀᢅࡾっていࠋࡓ古᮶「彫仏」ࡸ「彫工」とい࠺ゝⴥ࠶ࡀる࠺ࡼに、「彫刻」の語ᙡࡣ

「木㐀」とい࠺意ྜいࡀᙉࡃ、西ὒ⣔の彫刻ࡾࡼ、日本の伝統⣔の彫刻にࡉࡩわࡋいゝⴥࡔとࢀࡉ

ているࠋそࢀにᑐࡋて、「彫ረ」とい࠺語ࡣὒ㢼彫刻のሙྜにわࢀるഴ向ࡀᙉい（佐藤 1996, pp. 51-

の中࡛光雲『回顧談』、ࡀる࠶一⯡ⓗ࡛ࡣの語ᙡ࡞「絵」ࡸる「彫刻」ࡍ美術に㛵㐃ࡣᅾ࡛⌧ࠋ（53

 ࠋに伝えている࠺ࡼỤᡞ末ᮇのᵝ┦についてḟのࡣ

 

⌧代
い ࡲ

ከᑡともࡀこと࡞࠺ࡼ࠺のといࡔの彫刻ࡔのປാ⪅࡛も、絵ࡔࡓࡣ࡛ ⬻
ࡲࡓ࠶

にࡀࡍࡲࡾ࠶、

その㡭ࡣそࡓࡋ࠺考えࡣ࡞、全࡞ࡃいࠋ絵ࡔの彫刻ࡔのとい࠺ことにẼの㝃ࡃものࡣ、そࢀ

い日ᖖを㏦っている⏫人の㌟辺ࡋもの࡛、㈋ࡓࢀࡽている人に㝈ࡋる生άを࠶ᙜの㌟ศの┦ࡣ

にࡣ、そ࡞ࢇことࡲࡣる࡛考えてもぢ࡞かっࡓもの࡛ࡍ（高村光雲 1995, p. 20）ࠋ 

 

ここ࡛ࡣ、美術をめぐる࢚ࣜート㝵⣭と一⯡人のㄆ㆑のࡀࣞࢬぢえてࡃるࠋ⃝᠇の『║の⚄Ẋ』

て、美術館、美術学ࡋ╔てᐃࡋไᗘとࡀ「美術」、ࡾておࡋ国家と美術の㛵ಀᛶを考察ࡣ࡛（1989）

美術とい』ࡣに、木下┤அࡽࡉ ࠋているࢀࡉてそのไᗘの㡿ᇦにධるとᣦࡍࡀ࡞美術ᅋయࡸᰯ

のࡓっ࠶㐀ᙧ表⌧もࡓっࡲࡋてࢀࡉ㝖ࡽる中、美術ไᗘかࢀࡽ㐍めࡀぢୡ≀』（1993）࡛近代࠺

、ࡾておࡋことをᣦࡓっ࠶ࡀ彫刻のሙྜ࡛もྠᵝのഴ向ࡣ田中修二、ࡓࡲ ࠋているいかと述࡞ࡣ࡛

日本彫刻史ࡣỤᡞᮇの彫刻をほとྵࢇめてい࡞いと語っている（田中 2018, pp. 28-29）ࠋその原ᅉとࡋ
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て、明治ᮇのᶒຊ⪅にࡼるỤᡞᮇの大⾗文にᑐࡍる㍍どࡀ重要࡞ᙺをᢸっྍࡓ⬟ᛶも↓ど࡛࡞ࡁ

いといࠋ࠺ 

  佐藤ࡣ「美術」と㝵ᒙの㛵ಀᛶについて「『美術』のᙧᡂࡣ、ᪧ᮶の㝵ᒙᛶと新᮶のジࣕࣥࣝᴫ念

の᥋ྜにࡼって行わࡓࢀ」（佐藤 1999,  p. 53）とᙇࡋておࡾ、ὒ㢼の日本美術の≧ἣをḟの࠺ࡼにླྀ

述ࡋているࠋ 

 

ከいࡀ工㒊美術学ᰯ、明治美術会、ⓑ㤿会と西ὒ彫刻家に、ᅽಽⓗにኈ᪘ࡣるのࢀࡉ┠ὀࡎࡲ

こと࡛࠶るࠋ西ὒ美術ࡣ新時代とᮍ᮶をᢸ࠺美術࡛ࡾ࠶、そࢀにᦠわっࡓᙼ࢚ࣜࡀࡽート意㆑

をᣢっていࡓことࡣ、像に㞴࡞ࡃいࡋࠋかࡋこࡋ࠺てぢると、ᙼࡽの࢚ࣜート意㆑にࡣ、ᖹ

Ẹ作家にᑐࡍるኈ᪘とい࠺㝵⣭ⓗ࢚ࣜ࡞ート意㆑も、࣋ーࢫに࠶っ࠺ࢁ࠶࡛ࡓことࡀணࢀࡉ

る（佐藤 1999,  p. 64）ࠋ 

 

この࠺ࡼにኈ᪘出㌟の作家ࡀከい「美術」とᑐ↷ⓗ࡛࠶っࡓのࡣ「工芸」のୡ⏺࡛ࡾ࠶ 、工芸にᦠわ

っていࡓ⪅の中にࡣ⏫人ࡀከかっࠋࡓつࡾࡲ、 西ὒⓗᴫ念をᇶにࡓࡋ明治ᮇの美術య⣔の中࡛、彫刻

☜ࠋࡓっ࡞に࠺ࡼるࢀ下に⨨かࡣ一᪉、工芸、ࡾ࠶の࡛ࡓていࢀࡽ絵⏬とともにୖに⨨けࡣ

かに、明治の美術家の㝵⣭ⓗ出⮬をぢると、西ὒ彫刻家のほとࡣࢇኈ᪘出㌟࡛࠶っࡓのにᑐࡋて、

伝統⣔の彫刻家の大༙ࡣ高村光雲の࠺ࡼに職人出㌟࡛࠶っࠋࡓ佐藤ࡣ、ᚋ⪅のᆅ㰻の意㆑について

「絵⏬と工芸の中㛫に࠶っࡓ」とᣦࡋている（佐藤 1999,  p. 70）ࠋ 近⌧代日本の仏師の、「美術家と職

人」とい࠺二㠃ᛶࡣその࡞࠺ࡼ時代⫼ᬒの中࡛生ࡓࢀࡲといえࠋ࠺ࡼ 

 

3 .  高村光雲のホ౯のᴫ要 

௨ୖに述て࠺ࡼࡓࡁに、職人・仏師ࡣ彫刻家とᑐᓖࡍるᏑᅾとࡋてᤊえࢀࡽてࠋࡓࡁ光雲を語る

㝿にࡣ、ᙼの仏師とࡋてのᡂ㛗ࡀᚋの作ရにの࡞࠺ࡼ影㡪をえࡓのかについてࡣかࡾ࡞ㄽࢀࡽࡌ

ている࡛ࡲࡃ࠶、ࡀも彫刻家とࡋてᤊえࢀࡽているࠋḟに、๓❶࡛述ࡓ日本の近代美術ไᗘを考៖

 ࠋいࡓかについて述ࡓࡁてࢀࡉにホ౯࠺ࡼのࡀ光雲࡛ࡲࢀこ、ࡽࡀ࡞ࡋ

 

3 . 1 .  「仏師かࡽ⬺出」ࡓࡋ光雲 

光雲ࡣ職人かࡽ美術家㌿㌟ࡓࡋ人≀のとࡋてྲྀࢀࡽࡆୖࡾることࡀከいࠋ吉田光邦ࡣ光雲ࡀ

美術⏺との㛵ಀをᣢつ࠺ࡼに࡞っࡓことについて、「こࡋ࠺て仏師高村光雲ࡣ彫刻家高村光雲と࡞っ

明治ࡣて光雲ࡀࡸ」けて⥆、ࡓࡲࠋているࡋと記「ࡓ 23 年（1890）3 月にᮾி美術学ᰯ㞠と࡞っࠋࡓ

（中略）こࡋ࠺てᙼࡣ全に職人ᒙかࡽ⬺出ࡋてࡲࡋっࡓの࡛࠶る」（吉田 1976, pp. 302-303）と述て

いる࠺ࡼに、仏師とい࠺Ꮡᅾを職人ᒙにໟᣓࡋ、ᙼࡀࡽ美術にྲྀ࠺ࡼࡴ⤌ࡾに࡞っࡺࡓえに、仏師࡛

ど⥺࡛仏師をぢ࡞࠺ࡼこの、ࡣ日本彫刻史࡛ࠋる࠶の࡛࠺といࡓࡋ「出⬺ࡽ職人ᒙか」、ࡾ࡞ࡃ࡞ࡣ

ることࡀ 一⯡ⓗ࠶࡛࠺ࡼ࡞るࠋのをぢてࡳると、山絵美子ࡣ「光雲ࡣ、仏師の修行࡛ᡭにい
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と「ࡉ⮯仏」、といい （山 1999, p. 217）「ࡓࡳめに、彫刻࡛の生をヨࡓཤるࡾをྲྀ『ࡉ⮯仏』ࡓ

「彫刻࡛の生」とをᑐ↷ⓗにᤊえているྠࠋᵝに、芝山昌也も「ࡀࡸて㈠᫆ရの࡞࠺ࡼ彫刻にࡣ伝

統ⓗ࡞仏⮯かࡽの⬺༷ࡀᚲ要ࡔと考える࠺ࡼにࡾ࡞、西ὒの絵をぢて、そのࣜࢬࣜムを彫刻にྲྀࡾ

ධࢀることを考える」（芝山  2019, p. 146）と述ておࡾ、どぬⓗにࡾࡼ⌧ᐇに近い表⌧をྲྀࡾධࢀる光

雲のヨࡳについて伝えているࡓࡲࠋ、金原ᏹ行ࡣ「仏師をᕠる࿘ᅖの≧ἣࡀ一ኚࡓࡋことを㋃ࡲえて、

職人ⓗ࡞かࡽの⬺⓶をヨࡳている」（金原 2002, p. 9）と、๓述ࡓࡋ木彫の⾶ᚤにもゐࢀているࠋຍ

えて、ᗡ原⌮絵子の「新࡞ࡓ美術ไᗘと㛵わࡾΏྜࡾっていࡃこと࡛、その㒔ᗘ▱ྡᗘをࡆ࠶、『彫

刻家』㌿㌟ࡓࡋ」（ᗡ原  2010, p. 38）とࡋ、仏師ࡀ明治ᮇにᙧᡂࢀࡉつつ࠶っࡓ美術ไᗘに㐺ᛂࡍる

ᚲ要ᛶ࠶ࡀっࡓとࡍるࠋ 

ここ࡛ὀ┠ࡣࡁࡍᘬ⏝ࡓࡋ文❶のいࢀࡎにおいても「仏師かࡽの⬺出」の࡞࠺ࡼ表⌧ࡀ⏝ࡉ

、ࡓࡲࠋているࢀࡉてᥥࡋ㞴い㛵ಀとࡋ୧立ࡣᴟㄽをゝえば、仏師と彫刻家ࠋる࠶ていること࡛ࢀ

そࡣࢀ、美術と工芸、そࡋて美術家と職人のୖ下㛵ಀࡀ日本美術史の中࡛ࢀほᾐ㏱ࡋていࡓかを

♧၀ࡍるもの࡛も࠶るࠋ 

 

3 . 2 .  「伝統のᯫけᶫ」とࡋての光雲 

 ከࡃのホㄽ家ࡣ光雲を「木彫の再⯆」を┠ᣦࡓࡋ人≀とࡋてホ౯ࡋているࠋえば、㓇ᛅᗣࡣ

「『伝統のᶫ』をᯫけて、ᚲṚ࡛木彫再⯆を念㢪とࡓࡋその⢭⚄の⥅ᢎ࠶ࡀっࡓかࡽこそ山ᓮᮅ雲、

⡿原雲ᾏ、ᖹ᷸田中࡞のᩘከࡃの木彫⏺の優ࡓࢀ作家ࡀ光雲のもとかࡽ㍮出ࡓࡋの࡛࠶る」（㓇 

1999, p. 15）と述ておࡾ、光雲を明治ᮇの伝統⣔彫刻の㍈とᤊえているྠࠋᵝに金原も「光雲ࡣ仏

師とࡋて木彫の再⯆に意をὀい࡛おࡾ、ᑡࡎࡋつධってࡓࡁ西ὒのブࣟࣥࢬ彫刻の⛣᳜ࡀ新㢼をもࡓ

ࡋと࠺込もࡁ木彫技ἲに新㢼を྿࡞日本の伝統ⓗ、ࡋと（金原 2002, p. 10）「ࡓことをぢᢤいていࡍࡽ

技術㠃を㏻、ࡎࡽ伝わっておࡣ『技術㠃にける本㉁』」ࡣᏳ㐩一ᶞ、ࡋかࡋࠋ光雲をᥥいているࡓ

ᐇ、ࡾておࡋる」（Ᏻ㐩 2002,  p. 132）とᣦࢀにᛮわ࠺ࡼࡓかっ࡞ࡽの⢭⚄も伝わࡎࡣࡓࢀࡽて伝えࡋ

㝿ࡣ光雲のᘵ子ࡀࡕࡓ西ὒの技術を⏝ࡋていࡓの࡛࡞ࡣいかと述ているࡓࡲࠋ、芝山もᏳ㐩の意

ぢに㈶ྠࡋ、「┿㏫ともゝえる᪉ἲ࡛三人のᘵ子ࡣ、ረ㐀とᫍྲྀࡾ᪉とい࠺西ὒの技術を⏝いて木彫

をไ作ࡍるࠋረ㐀原ᆺをの⣲ᮦに⨨ࡁえていࡃこの᪉ἲ࡛ࡣ、『彫刻の技術ୖの本㉁』ࡣ⥅ᢎࡉ

光雲に、ࡀているࡋを中ᚰに展㛤「技術」、ࡣこの㆟ㄽࠋているࡋい」（芝山  2019,  p. 145）とᙇ࡞ࢀ

とって「技術」とࡣ༢にᡭ先のჾ⏝（ࣝ࢟ࢫ）ࡉを意ࡍるのか、そࢀともそࢀ௨እのものもྵめࡓ

ከᒙⓗ࡞ᴫ念࡞のかをၥわࢀること࡞ࡣいࠋそࡀࢀၥ㢟に࡞ࡽ࡞かっࡓのࡣ、木彫ࡣ技ἲとࡋてㄆ㆑

る「表⌧」と「技」のศࡼ西ὒのረ像ไ作のᑟධにࡣその原ᅉࡣ原口健一ࠋ࠺ࢁ࠶࡛ࡽかࡓていࢀࡉ

㞳ࡔとࡋ、ຍえて「 伝統彫刻の㍍どࡣその『技』の㍍どと⤖ࡧついていっࡓと考えてᕪࡋᨭえ࡞

いものと考える」（原口  2011,  p. 22）と述ているࠋ木彫における伝統ⓗ技ἲࡣಖㆤࡁࡍものとい࠺

意㆑を光雲᳜ࡀえつけることにᡂຌࡓࡋか࠺かࡉࡣておࡁ、ここ࡛ὀ┠ࡓࡋいのࡣ伝統⣔彫刻ࡣ

「技術」に重ࡁを⨨ࡃのにᑐࡋて、西ὒ美術ࡣ「表⌧」࡞の⌮念ⓗ࡞ものを重どࡍるといっࡓᐃ式

ࡓࢀࡉ考え᪉ࡀ௨ୖの㆟ㄽかࡽぢえてࡃること࡛࠶るࠋ  
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3 . 3 .  高村光太郎にࡼる光雲のホ౯ 

 ୖ述ࡋてࡓࡁ光雲にᑐࡍるホ౯においてࡣ「伝統のᶫ」とい࠺表⌧ࡀ出てࡀࡓࡁ、本᮶そࡣࢀ高村

光太郎ࡀ∗にᑐࡋて⏝いࡓゝⴥ࡛࠶るࠋ高村光太郎（1883㹼1956）ࡣ光雲の㛗⏨とࡋてᮾிに生ࢀࡲ、

ᮾி美術学ᰯ࡛彫刻、ὒ⏬を学࣓࢝ࣜ、ࡧとࣚーࣟࣃࢵにも␃学ࠋࡓࡋ⌧࡛ࡣ『道⛬』『ᬛᜨ子

ᢒ』➼のリ集࡛▱ࢀࡽておࡾ、∗・光雲の࠺ࡼに日本を代表ࡍる彫刻家࡛も࠶るࡋࠋかࡋ、∗と㐪っ

て光太郎ࡣ西ὒ美術のୡ⏺の中࡛育っࡓ彫刻家࡛ࣥࢲࣟ、ࡾ࠶の⇕Ⅿ࡞㈹㈶⪅࡛も࠶っࠋࡓᙼࡣ彫刻

についてのぢゎࡀ光雲と␗࡞っていࡓにも㛵わࡎࡽ、光雲の⮬伝ⓗ回㘓࡛࠶る『幕末維新懐古談』

のᇳ➹においてࡣ中ᚰⓗᙺをᢸい、光雲のຌ⦼を⫯ᐃⓗにホ౯ࠋࡓࡋえば、「美術史ୖかࡽぢる

と、明治初ᮇの⾶㏥ᮇに彫刻の技術㠃における本㉁を、∗の職人Ẽ㉁ࡀ㡹ᅛにᏲࡾ㏻ࡋて、ࡽࡸ࠺

その⤯⁛を㜵いࡔことに࡞る」とࡋて「彫刻の技術ୖの本㉁についてࡣ↓意㆑のࡕ࠺に∗ࡣ伝統のᶫ

と࡞っࡓ」（高村光太郎 1958, p. 228）といࠋ࠺光太郎こそࡀ光雲を「伝統のᶫ」とࡋて⨨࡙けࡓࡓめ、

๓⠇࡛ぢ࠺ࡼࡓにそのイ࣓ージࡀ美術史の中࡛ᐃ╔ࡋてࡃるࠋ 

一᪉、光太郎ࡣ光雲にᑐࡋてᢈุも行っているࠋᙼࡣ「⤖ᒁ∗光雲ࡣ一ಶの、ᚨ川末ᮇ明治初ᮇに

かけてのᆺⓗ࡞職人࡛࠶っࡓ」（ྠ ,ୖ  p. 225）と記ࡋ、⥆いて光雲の作ရについて「∗の作ရにࡣ大

ྠ）「ࡓっ࠶て職人ⓗ、仏師ᒇⓗ࡛、ཪỤᡞⓗ࡛ࡍ」ࡋと「ࡓかっ࡞ࡣものࡓࡋ ,ୖ  p. 226）とᡭཝࡋ

ࡋと࠺ࡼࡋ光太郎と伝統⣔の彫刻をಖㆤࡓࡋᇶ‽をཷᐜ࡞西ὒの美学ⓗ、ࡣここ࡛ࠋているࡋᢈホࡃ

ศと工芸のୡ⮬ࡣい光太郎ࡓࡋてྡをᡂࡋὒ㢼の彫刻家とࠋぢえるࡀ㐪Ⅼ┦࡞光雲との㛫の᰿本ⓗࡓ

⏺との㛫に⥺をᘬこ࠺とࡀࡓࡋ、えば㓇ᛅᗣࡣそࢀについて「ࡾࡼ▱ⓗ࡞意࡛、⌮ㄽの➽道の

ẟఀ、ࡓࡲࠋていると述（㓇 1999, p. 14）「ࡓていࡋと࠺立とࡣに、光太郎ࢁとこࡓࡋࡾࡁっࡣ

▱郎ࡣ「光雲の彫刻家とࡋてのᅾࡾ᪉ࡣ、『彫刻家』高村光太郎の⌮かࡣࡽほ㐲いもの࡛࠶っࡓ」

（ẟ 2002, p. 14）と光雲と光太郎の」㞧࡞㛵ಀをᥥいているࠋ  

௨ୖの࠺ࡼに、光雲のことࡀ語ࢀࡽる㝿、光太郎のゝⴥをᘬྜࡁいに出ࡋ、ᙼのど⥺࡛光雲をぢる

ホㄽ家ࡀከいことࡀわかるࠋそ࡛ୖࡓࡋ࠺、「職人」と「美術家」か࡞ࡽる二ඖⓗ࡞ᯟ⤌ࡳの中࡛光

雲と光太郎ࡀᑐ↷ⓗにᤊえࢀࡽているࡓࡲࠋ、光雲にᑐࡋて、光太郎ࣥࢲࣟࡣの࡞࠺ࡼ彫刻家とࡋて

⮬ศのᆅをᅛめるࡓめに、職人出⮬の光雲と㊥㞳を⨨こ࠺とࡓࡋとい࠺ᣦも࠶る（Guth 2004）ࡋࠋ

かࡋ、「職人」ࡸ「仏師ᒇ」を㍍どࡍる࡞࠺ࡼゝⴥ࠶ࡀるとྠ時に、光太郎ࡣ日本彫刻について「ୡ

⏺に♧ࡍるに㊊る伝統をᣢっている」と述ておࡾ、ᙼࡀ༢に西ὒ美術のၐ⪅࡛࡞ࡣかっࡓこと

い意ࡋの新ࢀわࢀをわࢀそ、ࡋᢎ⥅ࡃࡋ伝統を正ࡓࢀ⚽その」ࡣ光太郎、ࢁࡋࡴࠋる࠶か࡛ࡽ明ࡣ

をて発展ࡡࡏばࡠࡽ࡞」（高村光太郎 1958, p. 46）とᙇࡋ、光雲にᑐࡋて日本彫刻の伝統を「発展」

ること࠶ከ㠃ⓗ࡛ࡣる光太郎のᢈุࡍ光雲にᑐ、ࡽここかࠋるࡁ࡛ と推ࡓていࡋることをᮇᚅࡏࡉ

㛵ಀ࡞の‶と、∗とのಶ人ⓗ⏺光太郎のᙜ時の美術ࡣᚑって、二人の㛵ಀを考える㝿ࠋわかるࡀ

をも考៖࠶࡛ࡁࡍるࠋ 

光太郎ࡣᙜ時の芸術⏺の᭷ᵝにᑐࡋて‶をឤࡌておࡾ、 

 

芸術⏺のことにࡋても᪤ᡂの一ษࡀẼにࡃわ࡞かっࠋࡓ芸術⏺に Åₔ
ࡧ ࡲ ࢇ

、ࡸ大義࡞る༝ᒅࡍ
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けࡕ⮯いὴ㛸義にࢇ࠺ざࡓࡋࡾ（ྠ ,ୖ  p. 250） 

 

と語っているࠋຍえて、ᙼࡣ「芸術⏺の㛵ᚰࡔࡓࡣᰤと金ᶒのこととばか࡛ࡾ、芸術そのものを

㤿㮵正┤に考えてる⪅ࢁࡋࡴࡣ下✚ࡳの⪅の中にࡲࡓにᒃるに㐣࡞ࡂい࠺ࡼにぢえࡓ」（ྠୖ）とゝって

いる࠺ࡼに、美術⏺ࡣ美術の㏣ồࡾࡼも、ୡ㛫ⓗ࡞┈を┠ᣦࡋていࡓとࡍるࠋ光太郎ࡣ光雲につい

てもྠᵝのゝⴥ࡛ᡭཝࡃࡋ㠀㞴ࡋておࡾ 1、芸術⏺にᑐࡍる‶の▩先を光雲に向けているࠋ光太郎

ࢀ社会⌮念にゐࡓていࡋὶᕸࡃᙜ時のḢ⡿࡛ᗈ࠺とい（英：starving artist）「芸術家ࡓ㣚え」学中に␃ࡣ

ていࡓの࡛ࠋ࠺ࢁ࠶「㣚えࡓ芸術家」とࡣ、芸術を㏣ồࡍるࡓめに、立㌟出ୡࡸ≀㉁ⓗ࡞ᖾ⚟を≛≅

にࡍる人≀とࡋてᥥࢀࡉる、18ୡ紀ᚋ༙か19ࡽୡ紀初㢌の࣐ࣟࣥ義のᆺⓗ࡞人≀像࡛࠶るࡀ、

そࢀ௨㝆も芸術家の⌮像とࡋて影㡪ຊをᣢࡕ⥆けていࡓの࡛࠶るࠋ 

⊃ࡽか∗ࡀ光太郎ࡣ美術⏺において、ࡣてࡋ一つ要ᅉと࠺もࡍ出ࡳぶ子㛵ಀを生࡞に、ⴱ藤ⓗࡽࡉ

立ࡓࡋᏑᅾとࡋてㄆめてもࡽえ࡞かっࡓことࡀᣲࢀࡽࡆる ᖾ太ࡣࡾ㛵わ࡞光雲の美術⏺とのᐦ᥋ࠋ2

郎の作ရホ౯にも影㡪をえ、光雲のᚋ年にไ作ࡓࡋ《老猿》ࡾࡼ㟷年時代の作ရを高ࡃホ౯ࡍるこ

とに࡞るࠋ 

 

かࡾࡩࡽ㏉って∗の一生の作を考えると、ࢁࡋࡴ⛶ዊ公時代に作っࡓ「≟の㤳」の木彫⩦

作とか、宮内┬蔵の「ࡰࡷࡕ」とか、ⓚྡྷ職に࠶る➻の「≯」とかい࠺ものࡀ、いࡕばࢇいいࠋ

そࢀにࡣ㟷年の⣧⢨࡞、┿࡞意Ẽ込ࡀࡳឤࢀࡽࡌ、ཪ⮬↛の美にめざめࡓ⪅の㦫ࡁとその美

௨ࡽってか࡞美術学ᰯにࠋる࠶ࡀ時代ⓗにも意義ࡣࢀこࠋるࢀぢてとࡀ㏕と⫗࡞ࡁࡴࡓࡦの

ᚋの作にࡣ、この第一義ⓗ࡞ものࢀⷧࡀてࡁているࠋᬌ年、ከࡃのᘵ子を㣴ࡓ࠺めに日ㄢのࡼ

ࡓࢀࡷࡋ、≀ື、≀仏像、人ࡓに作ってい࠺ ∦ษ彫
かࡾࡰࡾࡁࡓ

の㢠ࡣ࡞Ṥ語るに㊊࡞ࡾい（ྠ ,ୖ  p. 
 ࠋ（229

 

ここ࡛ࡲᴫほࡋて࠺ࡼࡓࡁに、光太郎ࡀṧࡓࡋ光雲に㛵㐃ࡍる㈨ᩱの重要ᛶྰࡣᐃ࡛࡞ࡁいものの、

光雲にᑐࡍるホ౯をᢅ࠺㝿、ᙼࡀὒ㢼の彫刻にഴಽࡋていࡓことと、 ぶ子㛵ಀの」㞧࡞も༑ศに

考៖ࡍるᚲ要࠶ࡀるࡓࡲࠋ、༢に光雲と光太郎の彫刻にᑐࡍるぢゎ࡞␗ࡀっていることࡔけ࡛ࡃ࡞ࡣ、

ᙼࡽの㛵ಀに♧၀ࢀࡉている、西ὒ美術の立ሙかࡽ日本の伝統⣔彫刻をホ౯ࡍる㝿の㝈⏺を考えるᚲ

要も࠶るࠋᐇ㝿、光太郎⮬㌟もそࢀを意㆑ࡋてい࡛࠺ࡼࡓ、「『∗と子』のၥ㢟ࣕࢩࣜࢠࡣこのかࡓ、

このୡにける最もࡴつかࡋい、ゎỴにⱞࡴࡋ㛵ಀの一つ࡛࠶る」（ྠ ,ୖ  p. 225）とࡋているࠋ光雲と

光太郎との㛵ಀࡣ日本の近代を㇟ᚩࡍる≀語ᛶをᣢつものの、ᙼࡽをẚ㍑ࡍることࡣ日本彫刻史を

㐣に༢⣧ࡍるࣜࢡࢫをᏎ࡛ࢇいるとゝえࠋ࠺ࡼ 

 

4 .  彫刻家とࡋての光雲ཬࡧ仏師とࡋての光雲 

௨ୖにぢて࠺ࡼࡓࡁに、光雲ࡣ彫刻家と仏師とい࠺二つの㠃࠶ࡀる人≀とࡋてᤊえࢀࡽてࡀࡓࡁ、

本❶࡛ࡣᢈホ家㐩ࡣ光雲の作ရのの࡞࠺ࡼとこࢁをぢて、近代ⓗ、ࡣࡓࡲ๓近代ⓗ࡞≉ᚩࡔとホ౯
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 ࠋいࡓかについて⡆༢に述ࡓࡁてࡋ

光雲の作ရの中࡛ࢀࡽࡆୖࡾྲྀࡃࡼているのࢦ࢝ࢩࡣ༤࡛出ရࡓࢀࡉ《老猿》࡛࠶るࠋこの作ရ

ࡣ金子、ࢀࡉホ౯ࡃて高ࡋている作ရとࡋを㇟ᚩࡳヨࡍࡽࡓい㢼₻をもࡋ明治ᮇの᪤Ꮡの木彫に新ࡣ

「ື≀彫刻とい࠺ᚑ᮶に࡞い新ࡋい㢟ᮦࡸ、ὒ㢼彫刻かࡽゐ発ࢬࣜࣜࡓࢀࡉム、⨨≀彫刻かࡽ本᱁

ⓗ࡞彫刻に⬺⓶࠺ࡼࡋとࡍる明治20年代の木彫⏺の志向ᛶ」（金子 1992, p. 36）をᫎࡋていると述

ているࠋそࢀにຍえて、田中ࡣ「㏕┿のᐇかࡽ生ࡳ出ࡓࢀࡁ、日本彫刻史の中࡛、≉➹ࢵ࣐ࡁࡍ

け࡛ࡔ日本、ࡾている㏻ࡋᣦࡀ志邨匠子ࠋているࡋわっている」（田中 1994, p. 53）とᙇ࡞そࡀࢫ

ࡓࢀࡉホ౯ࡃ高ࡣる《老猿》の表⌧ຊࡆୖࡳ╮ጼをࡃい࡛ࢇ㣕ࡀ㮖ࡓཤっࡆも㏨࡛࣓࢝ࣜ、ࡃ࡞ࡣ

（志邨 1996, pp. 25-36）ࠋそのୖ、㇟ᚩⓗ意も込めࢀࡽているとᙇࡍるኌも19、ࡾ࠶ୡ紀末に日㟢㛵

ಀࡀᝏࡓࡋとい࠺Ṕ史ⓗ文⬦の中࡛ࡣ老猿ࡣ日本、大㮚ࢩࣟࡣといࣜࢦࣞ࠺ー࡞の࡛࡞ࡣいか

とゎ㔘ࢀࡉているࠋ 

  Ṕ史ⓗ࡞㢟ᮦをࡾࡼ明♧ⓗに⏝いࡓとࡋてࡣ、《楠木正ᡂ》ࡸ《西㒓㝯┒像》の࡞࠺ࡼ公ඹ✵㛫

࡛タ⨨ࡓࢀࡉ作ရࢀࡽࡆ࠶ࡀるࠋこࡣࡽࢀ表⌧ୖ࡛ࡣ生ⓗ࡛、㔞ឤをᣢࡕ、⌮念ⓗ࡞ᇶ┙とࡋて日

本のṔ史を表ࡋていることࡀᣦࢀࡉているࠋ美༓㭯子ࡣ《西㒓㝯┒像》 を「国Ẹを㇟ᚩࡍる、࠶

るいࡣ国Ẹの規⠊と࡞る人≀の銅像」（美  2014, p. 39）とぢࡋ࡞ているࡀ、このᣦࡣ明治ᮇに㉳ࡁ

てのᐇࡋ出ရと㍺ࡣᙜ初、美術ࠋているࡋのኚをも♧၀⌧国Ẹᛶのලࡽ美術作ရの、㍺出ရかࡓ

⏝ⓗ࡞౯್ࡀồめࢀࡽおࡾ、明治政ᗓにとってࡣ㈗重࡞㈨本※࡛࠶っࡀࡓ、ᚎࠎに国家のᛅㄔᚰを

教え込ࡴᡭẁとࡋての重要ᛶࡀቑࡋていࡃことと࡞る（Tanaka 1994）ࠋ 金子の「西ὒのࣜࢬࣜム彫刻

をもとにࡓࡋ英㞝義ⓗ࡞ᒇእの⫝̸像彫刻の大作࡛ࡾ࠶、社会かࡽの要ㄳにࡼるᐉ伝ⓗⰍᙬのᙉいも

の࡛࠶っࡓ」（金子 1992, p. 33）とい࠺記述にもᫎࢀࡉている㏻ࡾ、ᙜ時ࡣ西ὒ式の彫刻をにࣃブ

 ࠋࡓᙉかっࡀഴ向ࡍ࡞てぢࡋートとࢡࢵࣜ

௨ୖ、光雲の作ရの近代ⓗ࡞ഃ㠃のホ౯についてぢてࡀࡓࡁ、ḟに๓近代ⓗとࢀࡉている要⣲につ

いて述ࡓいࠋ志邨ࡣ工芸ᛶの本㉁ࡣ技術に࠶るとࡋ、《老猿》の工芸ⓗ࡞≉ᚩについて「⨨≀の㢟

ᮦとࡋてዲືࡓࢀࡲ≀をᢅっていること、ࡽࡉに猿のᗙるྎᗙに࠶るとᛮわࢀる」（志邨 1996, p. 27）

と述ておࡾ、その⨨≀ⓗ࡞要⣲と㣭ᛶをᙉㄪࡋているࡽࡉࠋに、大⇃ᩄஅࡣ《老猿》について

「表⌧ഴ向かࡍࡽると、ᕧ大࡞᰿にほか࡞ࡽ࡞い」（大⇃ 2002, p. 173）とࡍる࡞ࠋお、光雲のᬌ年の

作ရ࡛࠶る《㞷⯚ᆘ像》（1926 年）について、大⇃ࡣ「Ụᡞᚋᮇかࡽ明治初㢌にかけての文人㊃の

㝯┒の中࡛ཷᐜࡓࢀࡉ中国Ύᮅの『ረ┿』࡛のᐇⓗഴ向のᘏ㛗⥺ୖ࡛ࡓࢀࡉࡔࡳ࠺ものとおࡁࡋࡰ

とこࡀࢁぢཷけࢀࡽ、⣧⢋࡞西Ḣⓗᐇᛶとࡽࡁ࠶ࡣかにᛶ᱁を␗にࡋている」（ྠୖ）とὒ㢼彫刻

の光雲の影㡪をࠋ࠺ᗡ原ࡣ「光雲ࡣ、表⌧の内ᐜࡸ⌮念ࡾࡼも、技ἲࡸ㉁ឤ࡞の表㠃ᛶに重ࡁ

をおいている」（ᗡ原 2010,  p. 56）と述ておࡾ、光雲を西ὒ彫刻家とẚ㍑ࡋているࠋ 

 こ࡛ࡲࢀ述てࡓࡁᵝ࡞ࠎ光雲の作ရのホ౯をࡲとめると、ḟのࢱࣃ࡞࠺ࡼーࣥࡀぢえてࡃるࡲࠋ

る一᪉࡛、彫࠶ࡀᣦ࡞࠺ࡼる大⇃のࡍるᚲ要ᛶをᙇࡍ光雲と西ὒⓗᐇᛶとの㛵ಀを再検討、ࡎ

刻家とࡋての光雲のഃ㠃をㄽࡌる㝿ࡣ表⌧ୖ࡛ࡣᐇᛶ、人యのゎ๗学ⓗ࡞ᢕᥱ、ࡣࡓࡲ㔞ឤを西ὒ

彫刻の影㡪とぢࡍ࡞ഴ向ࡀ最もᙉい࡞ࠋお、㢟ᮦについてࡣṔ史ᛶ、≀語ᛶ࡞の࡞࠺ࡼ≉ᚩࡀ近代
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ⓗࡔとホ౯ࢀࡉていることࡀከいࠋその一᪉࡛ࡣ、仏師（職人）とࡋての光雲のഃ㠃についてㄽࡽࡌ

ていࡋ技術を重要どࡾࡼるᙼの作ရの㣭ᛶと、⌮念ࡍᚩに⏤᮶≉࡞ⓗ≀⨨ࡣるい࠶᰿、ࡣる㝿ࢀ

 ࠋっている࡞Ⅼと࡞要ࡀことࡓ

 

5 .  日本彫刻史における仏師の⨨࡙けとそのྵ意 

 ௨ୖにぢてࡓࡁ高村光雲の仏師ⓗഃ㠃と彫刻家ⓗഃ㠃にᑐࡍるホ౯ࡋ♧ࡀている㏻ࡾ、仏師ࡣ彫

刻家とᑐẚⓗにᤊえࢀࡽ、「近代ⓗ࡞」彫刻家にᑐࡋて、๓近代、Ụᡞⓗࡔとࢀࡉ、下に⨨かࢀて

いるࠋそのࡓめ、仏師ࡣ明治ᮇにᡂ立ࡓࡋ「近代日本彫刻」とい࠺ᴫ念とそのṔ史かࡽ㝖ࢀࡉるࠋ

本❶においてࡣ、「日本彫刻」とい࠺ᴫ念のᡂ立の㐣⛬を☜ㄆࡽࡀ࡞ࡋ、仏師ࡀ日本の正統࡞彫刻⏺

かࡽ㝖ࡓࢀࡉ原ᅉを᥈ࡾ、「美術」と「工芸」の㛵ಀの再ホ౯のᚲ要ᛶについてㄽࡌていࠋࡃその

ୖ࡛、⌧代の仏師ࡣ⮬ศのイࢸࢸࣥࢹをの࠺ࡼに新ࡓにᐃ義࠺ࡼࡋとࡋているのか、そのⅬ

についても考察ࡍる ࠋ 

࠺ࡼについてḟのࢀそࡣば、志邨ࢀࡍる原ᅉについて考察ࢀࡉ㝖ࡽか「日本彫刻」ࡀ仏師、ࡎࡲ

に述ているࠋ 

 

そのᚋ（1893ࡋかࡋ 年のࢦ࢝ࢩ༤）、仏像彫刻のศ㔝ࡣ「彫刻」とࡋてࡣ発展࡞ࡋいࠋ《ఄ芸

ኳ》をつࡾࡃ、ྠ時に仏像のᶍ㐀をከࡃᡭࡀけࡓ➉内ஂ一も、（ᒸ）ኳᚰࡀᮾிᮾி美術学ᰯ

を㞳ࢀ、大村西ᓴࡸⓑ㞵山のもと࡛ረ像⛉ࡀタ⨨ࡓࢀࡉᚋࡣ、ḟ第に美術学ᰯ教ᤵとࡋてのᏑ

ᅾࡾ࡞ࡃⷧࡀ、大作も作࡞ࡃ࡞ࡽってࡃࡺ（志邨  1996, p. 29）ࠋ 

 

日本ഃࡣ西ὒの大国と⫪を୪る国とࡋてㄆ▱をᚓるࡓめに、西ὒをᡭ本にࡋて美術ไᗘをᩚഛࡋ、

彫ረࡀ彫刻⏺の中ᚰと࡞るࡋࠋかࡋ、そ࡛ୖࡓࡋ࠺、西ὒ彫刻の⠊にお࡞ࡽࡲࡉい日本≉᭷の㐀ᙧ

文もࡾ࠶、そࡣࢀ美術య⣔、ཬࡧ日本美術史かࡽぢ㏨ࢀࡉてࡲࡋっࠋࡓ 

ᗡ原1893ࡣ年のࢦ࢝ࢩ༤の㝿「日本国内のணを㉸えてࡣ࡛࣓࢝ࣜ光雲ࡀホ౯ࢀࡉ、➉内ஂ一

の『技芸ኳ』ࡣ㈹を㏨ࡓࡋ」とい࠺ことࡣ美術をめぐる「ᙜ時における西ὒと日本の౯್ほ、ホ౯ᇶ

‽のᕪ␗」を表ࡋ、日本国内࡛の仏像のホ౯に大࡞ࡁ影㡪をえࡓと述ている（ᗡ原 2010,  p. 49）ࠋ

、てࡋいものの一つと࡞ࡲࡌ࡞（ࡣ仏像）」ࡣ原ᅉについてࡓࢀࡉ෭㐝࡛࣓࢝ࣜࡀ《技芸ኳ》、ࡓࡲ

の∳彫ࡸ᰿けとྠᵝに、ไ作のศ㔝࡛ࡣ『彫刻』の⠊かࢀࡎࡣࡽていっࡓ」（志邨 1996, p. 27）

とࡍる志邨のㄝ明ࡀཧ考に࡞るࠋ⤖ᯝとࡋて、 仏像ࡣ彫刻史࡛ࡣ中ᚰⓗ࡞Ꮡᅾ࡛࠶るにも㛵わࡎࡽ、

Ụᡞ௨㝆ࡣ彫刻ࡀ⾶㏥ᮇにධっࡓとい࠺ㄝࡀᗈཷࡃけධࢀࡽࢀる࠺ࡼに࡞っࠋࡓỤᡞ時代と彫刻の⾶

㏥ᮇྠࡀ一どࢀࡉている要ᅉについて、芝山ࡣ㙊時代ࡀ終わってかࡽ仏師ࡣά㌍のሙをᘓ⠏の彫刻

に⛣ࡋ、明治ᮇにධると「ᚎࠎに全彫ࡔけࡀ⣧↛ࡓる彫刻とい࠺イ࣓ージࡀ出᮶ୖࡾࡀ、ᘓ⠏の彫刻

彫刻史の中࡛のࡣࢀそ、ࡀている（芝山 2019,  p. 146）と述ࡔ「ことࡓかっ࡞ࢀࡲい彫刻にྵࡋ新ࡀ

仏師の⨨けの㈗重࡞♧၀࡛࠶るとᛮわࢀるࡓࡲࠋ、彫刻において▼⭯ࡸ大⌮▼とい࠺新ࡋい⣲

ᮦࡀ⏝いࢀࡽる࠺ࡼに࡞っࡓのと時をྠࡋࡃࡌて、木彫を中ᚰとࡍる仏像ไ作ࡣ彫刻⏺の中ᯡかࡽ㐲
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ざかる࠺ࡼに࡞っࠋࡓ 

光雲のヰにᡠると、᪤述࠺ࡼࡓࡋに、光雲についてㄽࢀࡽࡌるሙྜにࡣ正統࡞美術ไᗘを代表ࡋて

いる光太郎の立ሙかࡽ語ࢀࡽていることࡀከࡃ、「仏師ᒇⓗ」࡞ഃ㠃ࡣ職人ⓗ࡛、㠀美術ࡔといࡼ࠺

ࡍかを⌮ゎࡓࡁてࢀࡽにᤊえ࠺ࡼのてࡋ全యとࡀᏑᅾ࠺仏師といࡣࢀそࠋࡓࡁてࢀࡽㄽㄪ࡛語࡞࠺

る࠺え࡛、ᡭかࡾに࡞っているࠋ ᙼࡣࡽの職人とྠᵝに正統とࢀࡉるものかࡽ㝖ࢀࡉ、その≧

ἣࡀ⌧代࡛も⥆いているの࡛࠶るࠋ 

⪅୧ࡣとの㛵ಀをめぐる研究において（美術）「ート」と（工芸）「トࣇࣛࢡ」近年の、ࡋかࡋ

を全に༊ูࡍる立ሙに懐ⓗࡀ┠࡞向けࢀࡽる࠺ࡼに࡞ってࠋࡓࡁ≉に「技術」ࡸ「技ἲ」࡞の

ഃ㠃をぢ㏨࡞の⌮念ⓗࢫࢭࣟࣉ㐀ⓗ、ࡾに↔Ⅼをᙜてておࡳ技術ຊのࡸࡉ⏝ᡭ先のჾࡀゝⴥ࡞࠺ࡼ

トࣇࣛࢡࡣえば、Shiner（2012）ࠋる࠶ているの࡛ࡁって࡞ࡃᢈุもከ࠺いかとい࡞ࡣているの࡛ࡋ

࡛も、༢に๓にᐃࡲっࡓィ⏬をᐇ行ࡍるࡔけ࡛ࡃ࡞ࡣ、作ရのᇶに࠶る⌮念とそのල⌧との㛫に⥅

⥆ⓗࣇ࡞ーࡀࢡࢵࣂࢻ行わࢀておࡾ、そࢀにࡼって㐀㐣⛬ࡀ㐍࡛ࢇいࡃとࡋているࡓࡲ ࠋ、ᙼࡣ

「⣧⢋美術」（英：pure art）と「⣧⢋工芸」（英：pure craft）の㛫に࠶る㠀㝵ᒙⓗ࡞㐃⥆య（英：non-

hierarchical continuum）とい࠺ᴫ念をᥦၐࡋ、工芸、ࢨࢹイࣥ、そࡋて美術ࡣ、ⓗ័࡞行࡛ࡃ࡞ࡣ、

 ࠋているࡋとᙇࡔࡁࡍ࡞てぢࡋものと࠺ྜࡾ࡞重、ࢁࡋࡴ

௨ୖの࠺ࡼに、光雲についてࡣその技ἲを重どࡁࡍ職人とࡋてホ౯ࡍるഴ向ࡀᙉいࡋࠋかࡋ、

光雲ࡣி㒔の彫刻⏺の⾶㏥についてḟの࠺ࡼにㄝ明ࡋているࠋ 

 

ほࢇの༙月௨内の▷日月࡛こ࠺ᡭ᪩ࡃᥞ࠺のࡣ、ศ業の౽࡛࠶って、⦾昌ࢀࡍばࡍるほ、

そࡾ࡞ࡃࡋ⃭ࡀࢀ、そࡋ࠺てそのవᘢࡣ仏師のለⴠとࡾ࡞、彫刻⏺の⾶㏥とࠋࡓࡋࡲࡾ࡞（中略）

ᣋ㏿をᑦ࡛ࢇ、㛫にྜࡏをࡋて、代金を၏一┠ⓗにࡍる͐͐࡞ࡍわࡕవࡾにၟရⓗに彫刻≀を

 ࠋ（高村光雲  1995,  p. 41）࠺ࡻࡋࡲのᝏ⩦ともゝえࢁるとこࡂい㐣ᢅࡾྲྀ

 

そࢀにᑐࡋて、Ụᡞの仏師のሙྜࡣ௨下の࡞࠺ࡼホ౯を下ࡋているࠋ 

 

ഔ作をḧࡋいとい࠺本ᙜに┠の㛤いࡓ 華ᐈ
と ࡃ い

のከいこࡣ࡛ࡽࡕ、ほ㡢一つ彫ࡍࡽの࡛も、念に念

をධࡏࡉࢀ、ศ業≀の㛫にྜࡋࡃ࡞ࡣ࡛ࡏて、ྎᗙもኳも、こࢀと┠ᣦࡓࡋ彫刻師のศ࡞

⭎にࡼって出᮶ࡓものをᮃࡴとい࠺Ẽ㢼ࡓࡋࡲࡾ࠶ࡀかࡽ、ிのᑎ⏫とࡣ㊃を␗にࡋ、芸術ⓗ

Ⰻᚰࡀ᰿࡛ࡲ⭉る࡞࠺ࡼことࠋ（ୖྠ）ࡓࡋ࡛ࢇࡏࡲࡾ࠶ࡣ 

 
ここ࡛ࡣ光雲の仏像࡞の「彫刻≀」の大㔞生⏘をᢈุࡍる立ሙࡀ明♧ࢀࡉておࡾ、「ศ業」にࡼっ

て生ࡓࡌ㐀⪅と㐀㐣⛬との㞳㛫を彫刻⏺の「⾶㏥」の原ᅉの一つとࡋてぢࡋ࡞ているࡓࡲࠋ、ᙼ

かのࡽఱ、ࡽことかࡓࡋ⏝ゝⴥを࠺とい「芸術ⓗⰋᚰ」、ࡋ⤯をᣄ「いᢅࡾྲྀ࡞ရⓗၟ」作ရのࡣ

「芸術ᛶ」をồめるࡔࡁと察▱࡛ࡓࡲࠋ࠺ࡼࡁ、௨ୖのᘬ⏝文࡛ࡣ、光雲ࡣỤᡞの仏師にᑐࡋて

「彫刻師」とい࠺語をっているࡀ、ᙼࡣ「仏師」と「彫刻師」とい࠺ゝⴥをいศけてい࡞い࠺ࡼ
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、ኳಖ、弘、Ọࡽ文政か」ࡣ࡛❶࠺えば、『光雲回顧談』の「Ụᡞ末ᮇの仏師」といࠋる࠶࡛

Ᏻ政࡞とい࠺時代に彫刻家とࡋて┒࠶࡛ࢇっࡓ人ࡕࡓのおヰをいࡍࡲࡋࡓ」（高村光雲 1929, p. 696）

と述てかࡽ本㢟にධࡾ、高ᶫᐆ山、高ᶫ㬅雲、ᯇ本Ⰻ山、㔝村※光とい19࠺ୡ紀の仏師のྡ๓を࠶

࡞二ඖⓗ࠺ᚑって、日本の彫刻史の中࡛光雲を⨨ける㝿に、「美術」と「工芸」といࠋているࡆ

ᯟ⤌ࡾࡼࡳも、Shiner（2012）ࡀᐃ義ࡓࡋ、美術と工芸の㛫に࠶る㠀㝵ᒙⓗ࡞㐃⥆య中࡛ᤊえࢀば、美

術家と職人の社会ⓗ⨨に㛵ࡍる೫ぢもࡾ࡞ࡃ࡞、そࡀࢀ⌧代の仏師の࡞࠺ࡼ職人のάືについても

 ࠋ࠺ࢁ࠶るの࡛ࢀࡃᑟいてい⌮ゎ῝ࡾࡼ

⌧代仏師の作ရの෭㐝ࡣ、明治ᮇにᗢẸのᾋୡ絵のホ౯とྠᵝ࡞のかも࡞ࢀࡋいࡓࡲࠋ、⌧代の

仏像とࡣᑐ↷ⓗに、㙊時代௨๓の仏像ࡀ高ࡃホ౯ࢀࡉていることࡣ、日本の美術史ࡣ「ジࣕࣥࣝと

いࡾࡼ࠺Ṕ代のᨭ㓄㝵⣭の美術ࡀとࢀࡽࡆ࠶ࡾているのࡔ」（佐藤 1996, p. 63）とい࠺ᣦࡀその⌮ゎ

を助ける࡛ࡋࠋ࠺ࢁ࠶かࡋ、近年の研究の中࡛ࡣ技と表⌧とのศ㞳を࠺原口の࡞࠺ࡼኌも出てࡁて

いるࠋᙼࡣ「伝統木彫においてࡣ、表⌧と技、┠ⓗと᪉ἲとࡽࡕࡀにẚ重ࡀ大ࡁいとい࠺ことࡣ↓

といえる」（原口ࡓっ࠶もの࡛ࡓࡋ一య、ྜ⤖ࡀ⪅୧、ࡎࡽおࡣて考えてࡋ୧⪅をศ㞳、ࡓࡲ、ࡃ

2011, p. 29）と述ているࡀ、ここ࡛ࡣ日本の伝統⣔㐀ᙧ文の再ホ౯の意ᅗ、ࡣࡓࡲ西ὒ美術とい

 ࠋるࢀྲྀࡳの義もㄞ‽ᇶࡓࡋタᐃࡀᴫ念࠺

  仏師ࡣ時代㐜ࢀのᏑᅾとࡋて⨨けࢀࡽているにも㛵わࡎࡽ、ここᩘ年࡛ࡣ仏師とい࠺職業の

άࡀ┠ᣦࢀࡉる࠺ࡼに࡞ってࡁておࡾ、⌧代の美術య⣔の再考をッえる仏師も⌧ࢀているࠋえば、

仏師、大川ᖾ太郎（1923㹼）ࡣ、 

 

᫇の仏像ࡣ作⪅の作࡛࠶るかࡽ美術ࡀࡔ、の仏像ࡣᶍ刻࡛職人ࡔかࡽ美術࡛࡞ࡣいと

い࠺ことࡋࡽいࠋ（中略）美術⏺࡛ࡣ仏像ࡣ職人ࡔかࡽとㄆめ࠺ࡼと࡞ࡋい（大川  2009,  p. 21） 

 

と仏師とࡋてのジ࣐ࣞࣥについて述ているࠋ大川௨እにも、ከࡃの仏師ࡀ「ᶍ刻」とい࠺ၥ㢟をᙉ

、ࡃ࡞ࡣけ࡛ࡔているࡋ༢に古᮶の仏師の伝統を⥅ᢎࡣࡽᙼࠋい࡞ࡃ像に㞴ࡣていることࡋ意㆑ࡃ

✚ᴟⓗに⌧代社会と㛵わࡓࡾいとい࠺意ḧを♧ࡋているࠋえば、仏師・宮本我休（1981㹼）ࡣ「古

᮶の仏像を研究ࡽࡀ࡞ࡋこのᖹᡂのୡ࡛ࡋか生ࡳ出࡞ࡏい仏像を彫像࡛ࡁる࠺ࡼにと日ࠎไ作にບࢇ

࡛いࡍࡲ」（宮本 2020）と述ているࠋຍえて、仏師、向吉悠睦（1961㹼）ࡣ「古代のⰍ、古代の文ᵝ、

その時代のࡦとࡧとの᐀教ほ、生άᵝ式࡞を、⌧代ឤぬ࡛表⌧࡞ࡋけࢀば࡞ࡽ࡞いとい࠺この

のᐟ」ࡔとࡍる（西宮 2001）ࡓࡲࠋ、大仏師、Ụ里ᗣ្（1943㹼）ࡣ⚾」、ࡣ仏師とࡋて、、仏像

に時代を࠺表ࡋていけるのかをᶍ⣴ࡋているࠋ（中略）㙊時代のᶍೌ࡛ࡣ仏師とࡋて意ࡲࡾ࠶

᐀代の⌧ࡣい仏師࡞ていࢀࡽに、美術⏺にㄆめ࠺ࡼわかるࡽ௨ୖかࠋと語る（Ụ里  2001, p. 17）「ࢇࡏ

教ᛶをල⌧ࡍるとい࠺を⮬ศのイࢸࢸࣥࢹのᇶ┙と࠺ࡼࡋとࡍるࠋᙼࡣࡽ一⯡大⾗ࡀồ

めている信௮ᑐ㇟をどぬⓗに表⌧࠺ࡼࡋとࡍる⪅࡞の࡛࠶るࠋ 
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6 .  おわࡾに 

本✏の࡞┠ⓗࡣ高村光雲の⮬ᕫ意㆑࡛も、∗光雲とᜥ子光太郎の㛵ಀ࡛もࢁࡋࡴ、ࡃ࡞美術史の

中࡛光雲ࡀの࠺ࡼに語ࢀࡽてࡓࡁか、ࡓࡲ、そࡀࢀ工芸のୡ⏺にᒓࡋている仏師とい࠺職業にの

日ࡀᴫ念࡞西ὒⓗ࠺て、明治ᮇに美術といࡋᯝと⤖ࠋࡓっ࠶ること࡛ࡍかを考察ࡓ影㡪をえ࡞࠺ࡼ

本にᑟධࢀࡉて௨᮶、仏師ࡣ๓近代ⓗ࡛、ᙼࡽの作ရࡣ㠀美術ࡔとࡍるഴ向ࡀᙉいことࡀ明ࡽかに࡞

っࡋࠋࡓかࡋ、⌧代の仏師のᵝ子をぢてࡳると、ᚑ᮶の美術య⣔のᅾࡾ᪉を࠺ኌࢀ⌧ࡀ、「伝統」

の「ᶍ刻」といࣝ࣋ࣛ࠺かࡽ⬺出࠺ࡼࡋとࡋ、⌧代の᐀教ᛶをᐇ≀とࡋてᙧ作る作⪅とࡋて仏師を

⨨け࠺ࡼとࡍる意㆑ࡀᇉ㛫ぢえるࡓࡲ ࠋ、美術と工芸のቃ⏺⥺ࡀᾘえつつ࠶る、そࡽࢀのᛶ᱁を

めぐる㆟ㄽࡣ日本美術史をࡾࡼໟᣓⓗにᤊえる道をᣅࡃዎᶵと࡞る࡛ࠋ࠺ࢁ࠶ 
 

ὀ 

1光太郎ࡣ光雲についてḟの࠺ࡼに述ている：「ୡ㛫ⓗのᰤにかけてࡃࡦࡣᩄឤ࡛ࡾ࠶、⮬ᕫの

ᖇᐊ技芸ဨᚑ三二➼
࠺にとࢇࡃࡳࢇࡉࡹࡌ

とい࡞࠺ࡼ࠺⫪書ࡁを大ᒙ大にࡋて、彫刻の⟽書に一ࠎそࢀを書ࡃとい࠺

⏫人᰿ᛶをᣢっていࡓ」（高村光太郎 1958, p. 226）ࠋ 

2「彫刻⏺࡛ࡣ∗とい࠺ものをᢤࡁにࡋてࡣをぢてい࡞いࠋ彫刻⏺にࡣ∗のໃຊ࠶ࡀるの࡛、いࡓ

るとこࢁに∗をẼࡋࡡࡀている」（ྠ ,ୖ p. 150）ࠋ 
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